
(1)

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

今
年
度
の
公
民
館
講
座
・
催
し
の
年

間
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
昭
和
３０

年
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
公

民
館
の
講
座
は
、
①
現
代
社
会
の
課
題

を
考
え
る
講
座
、
②
共
生
の
地
域
社
会

を
育
む
講
座
、
③
ま
ち
を
知
る
、
地
域

か
ら
学
ぶ
講
座
、
④
社
会
を
み
つ
め
、

文
化
を
つ
く
る
講
座
、
⑤
表
現
と
創
作

を
楽
し
む
講
座
に
大
き
く
分
か
れ
て
い

ま
す
。

①
現
代
社
会
の
課
題
を
考
え
る

平
和
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
６
月
～

多
文
化
共
生
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７
月
～

人
権
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７
月
～

憲
法
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７
月
～

環
境
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７
月
～

教
育
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７
月
～

近
現
代
史
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
８
月
～

②
共
生
の
地
域
社
会
を
育
む

中
高
生
の
た
め
の
学
習
支
援
��
�
�
�
�
�
�
�
４
月
～

に
ほ
ん
ご
サ
ロ
ン
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４
月
～

男
性
の
料
理
（
親
子
）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４
月
～

青
年
講
座
・
青
年
室
活
動
（
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
）��
４
月
～

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
青
年
教
室
〈
募
集
終
了
〉��
�
�
５
月
～

生
活
の
た
め
の
日
本
語
〈
募
集
中
〉��
�
�
�
�
�
５
月
～

女
性
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
��
�
�
�
�
�
�
�
�
５
月
～

シ
ル
バ
ー
学
習
室
〈
募
集
終
了
〉��
�
�
�
�
�
�
５
月
～

親
子
で
遊
ぼ
う
考
え
よ
う
�
�
�
�
�
�
�
�
�
６
月
～

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
パ
ソ
コ
ン
��
�
�
�
�
�
�
�
６
月
～

老
い
と
ケ
ア
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
６
月
～

恋
愛
と
結
婚
（
青
年
対
象
）�
�
�
�
�
�
�
�
�
９
月
～

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
��
�
�
�
�
�
�
�
�
９
月
～

日
本
語
教
育
入
門
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１２
月
～

世
代
間
交
流
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
12
月　

母
と
娘
の
む
ず
か
し
さ
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１
月
～

③
ま
ち
を
知
る
、
地
域
か
ら
学
ぶ

緑
化
活
動
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４
月
～

一
橋
大
学
と
の
連
携
講
座
��
�
�
�
�
�
�
�
�
５
月
～

地
域
史
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
６
月
～

公
民
館
利
用
者
交
流
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７
月
～

市
民
防
災
学
習
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
９
月
～

学
び
の
デ
ザ
イ
ン
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
９
月
～

地
方
自
治
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１０
月
～

社
会
教
育
学
習
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１１
月
～

冬
鳥
観
察
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１
月
～

④
社
会
を
み
つ
め
、
文
化
を
つ
く
る

く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
��
�
�
�
�
�
�
�
�
５
月
～

古
典
を
読
む
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
６
月
～

ヒ
ト
の
心
を
探
る
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７
月
～

作
家
と
作
品
研
究
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
８
月
～

哲
学
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１
月
～

図
書
室
の
つ
ど
い
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
毎
月　

映
画
会
・
映
画
の
話
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
毎
月　

⑤
表
現
と
創
作
を
楽
し
む

市
民
文
化
祭
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４
月
～

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
と
つ
く
る
陶
芸
〈
募
集
終
了
〉��
５
月
～

身
体
表
現
〈
募
集
中
〉��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
５
月
～

銅
版
画
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１
月
～

こ
れ
ら
は
、
市
民
の
声
、
講
座
受
講

者
の
感
想
、
公
民
館
運
営
審
議
会
の
提

案
な
ど
の
意
見
を
受
け
取
り
、
い
ま
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
講
座

か
、
ま
た
時
代
が
変
わ
っ
て
も
大
切
な

講
座
と
は
何
か
、
そ
し
て
公
民
館
の
役

割
と
は
何
か
を
考
え
、
検
討
し
て
き
た

事
業
計
画
で
す
。
今
年
度
も
魅
力
的
な

講
座
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
公
民
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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て
発
展
を
聴
く
―
第
一
世
代
、
第
二
世

代
の
公
民
館
づ
く
り
―
」
を
行
い
、
初

代
職
員
の
徳
永
功
さ
ん
、
元
く
に
た
ち

婦
人
の
会
の
生
島
久
代
さ
ん
、
７０
年
代

保
育
室
利
用
者
の
三
好
紀
子
さ
ん
、
社

会
教
育
研
究
者
で
あ
り
公
民
館
改
築
委

員
会
に
参
与
し
た
小
林
文
人
さ
ん
の
お

話
を
伺
い
、
く
に
た
ち
公
民
館
の
原
点

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１１
月
３
日
、
記
念
式
典
に
続
き
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
現
在
か
ら
未
来
へ
」

を
地
下
ホ
ー
ル
で
開
催
。「
第
三
世
代
」

と
し
て
、
現
在
活
動
す
る
６
団
体
の
お

話
を
聞
い
た
後
、「
公
民
館
の
夢
と
希

望
を
語
ろ
う
！
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
具
体
的
な
意
見
・
提
案
が
多
数
出

さ
れ
、
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

記
録
を
読
み
取
り
、
考
え
よ
う

�

〈
記
念
誌
部
会
〉

記
念
誌
部
会
は
、
次
の
点
を
ね
ら
い

と
し
ま
し
た
。

①　

公
民
館
を
支
え
て
き
た
原
点
を
簡

明
に
記
す
。

を
範
囲
と
す
る
「
５０
年
の
あ
ゆ
み
」
と

②
２
０
０
５
年
度
以
降
の「
こ
の
１０
年
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
、
①
は
年
譜
を
中

心
に
、
②
は
講
座
な
ど
の
テ
ー
マ
分
野

別
一
覧
の
展
示
に
よ
り
、
現
在
の
公
民

館
を
捉
え
て
も
ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
映
画
『
町
の
政
治
』
な
ど
の
上
映
、

新
旧
市
内
風
景
の
写
真
、
公
民
館
保
存

資
料
な
ど
も
展
示
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
初
日
、
同
会
場
で
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
公
民
館
の
誕
生
、
そ
し

公
民
館
６０
周
年
記
念
事
業
は
、
２
０

１
５
年
４
月
、
館
の
呼
び
か
け
に
応
え

て
集
ま
っ
た
大
勢
の
市
民
に
よ
る
実
行

委
員
会
の
活
動
で
始
ま
り
ま
し
た
。
委

員
は
ま
ず
６０
周
年
に
寄
せ
る
想
い
や
こ

の
節
目
に
市
民
に
伝
え
た
い
こ
と
な
ど

を
出
し
合
い
、
議
論
を
重
ね
、「
と
も

に
歩
ん
で
６０
年
―
深
ま
る
学
び
、
ひ
ろ

が
る
明
日
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
決
め

ま
し
た
。具
体
的
な
事
業
は
３
部
会（
イ

ベ
ン
ト
・
記
念
誌
・
広
報
）
に
分
か
れ

て
企
画
を
練
り
、
実
行
委
員
と
職
員
が

力
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
事
業
内

容
と
取
り
組
み
の
概
要
を
部
会
ご
と
に

報
告
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
と
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

〈
イ
ベ
ン
ト
部
会
〉

イ
ベ
ン
ト
部
会
は
、
公
民
館
の
６０
年

間
に
わ
た
る
あ
ゆ
み
と
変
化
を
捉
え
、

現
在
の
公
民
館
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
を

考
え
よ
う
と
、
パ
ネ
ル
展
・
連
続
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
は
１０
月
下
旬
の
１
週
間
ロ

ビ
ー
で
開
催
。
①
２
０
０
４
年
度
ま
で

②　

こ
の
１０
年
間
の
学
習
・
講
座
・
活

動
の
企
画
・
実
践
の
記
録
を
残
す
。

③　

講
座
企
画
、参
加
者
の
声
、サ
ー
ク

ル
紹
介
の
３
点
セ
ッ
ト
を
、
分
野
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
選
択
す
る
。

④　

市
民
の
声
を
多
数
と
り
あ
げ
る
。

⑤　

事
業
の
発
展
を
視
覚
化
す
る
。

記
念
誌
の
構
成
は
次
の
４
章
と
し
ま

し
た
。

第
１
章　

公
民
館
を
支
え
る
市
民
の
力

第
２
章　

講
座
か
ら
ひ
ろ
が
る
市
民
の

学
び
―
こ
の
１０
年
―

第
３
章　

歴
史
を
た
ど
り
次
世
代
へ
―

６０
周
年
記
念
事
業
の
記
録
―

第
４
章　

資
料
編

年
表
／
学
習
の
ひ
ろ
が
り
／

主
催
事
業
一
覧
／
サ
ー
ク
ル

活
動
紹
介
一
覧
な
ど

１０
周
年
ご
と
の
記
念
誌
作
成
の
主
た

る
拠
り
所
は
、日
々
の
活
動
を
記
す「
公

民
館
だ
よ
り
」
と
「
図
書
室
月
報
」
で

す
。
こ
の
積
み
上
げ
ら
れ
た
資
産
と
記

念
誌
が
、
市
民
の
考
え
る
源
泉
と
し
て

活
か
さ
れ
、
公
民
館
と
市
民
の
学
び
が

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
とFacebook

�

〈
広
報
部
会
〉

広
報
部
会
は
、
公
民
館
の
利
用
方
法

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
公
民
館
の
魅

力
や
意
義
を
利
用
者
の
立
場
か
ら
表
現

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
新
し
い

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
やFacebook

の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

部
会
が
活
動
を
始
め
た
時
の
意
見
交

換
で
、
未
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
に
バ

ト
ン
を
渡
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

新
し
い
利
用
者
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
公
民
館
を
ま
だ
よ
く
知
ら
な

い
地
域
の
人
々
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
、

歴
史
や
理
念
は
な
る
べ
く
平
易
に
、
実

際
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
は

写
真
を
使
う
な
ど
、
工
夫
を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
大
切
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
、

今
日
の
公
民
館
を
形
作
っ
て
き
た
柱
、

理
念
の
言
語
化
と
、
ま
た
そ
れ
を
知
ら

な
い
人
た
ち
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。

Facebook

ペ
ー
ジ
の
作
成
も
、
そ

う
し
た
趣
旨
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
る
べ
く
多
く
の
人
に
、
く
に
た
ち
公

民
館
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

そ
ん
な
思
い
で
日
々
取
り
組
み
ま
し
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
他
市
の
も
の
も
参

考
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
デ
ザ
イ
ン
や
く

に
た
ち
公
民
館
を
支
え
る「
５
つ
の
柱
」

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

「
と
も
に
歩
ん
で
６０
年
―
深
ま
る
学
び
、ひ
ろ
が
る
明
日
―
」

国
立
市
公
民
館
６０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

記
念
事
業
の
概
要
と
取
り
組
み

６０周年記念
事業報告

シンポジウムⅡ
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人
と
の
出
会
い
に
感
謝�

�

岩
知
道
浩
子
（
画
家�

�

／
元
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

仕
事
が
休
み
の
日
に
は
幼
い
息
子
を

連
れ
、
家
族
で
公
民
館
の
図
書
室
に
行

く
の
が
日
課
で
し
た
。
自
然
に
職
員
の

方
と
も
言
葉
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
は
私
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
の
時

間
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
数
十
年
、
水
彩

画
サ
ー
ク
ル
や
公
運
審
委
員
と
し
て
も

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
昔
も
今
も
変

わ
ら
な
い
公
民
館
の
空
気
に
安
堵
し
つ

つ
、
人
と
の
出
会
い
に
感
謝
で
す
。

こ
の
度
は
公
民
館
６０
周
年
記
念
誌
の

表
紙
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
駅
舎

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
絵
で
飾
れ
た
事
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

公
民
館
と
の
か
か
わ
り�

�

戸
井
田
展あ
き
ら（

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

国
立
駅
か
ら
富
士
見
通
り
を
通
っ
て

職
場
に
向
か
い
ま
す
。
前
を
通
り
過
ぎ

る
だ
け
だ
っ
た
公
民
館
と
か
か
わ
り
を

も
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
公
民
館

運
営
審
議
会
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

審
議
会
を
通
し
て
公
民
館
の
歴
史
や
事

を
打
ち
立
て
る
こ
と
で
わ
か
り
や
す
く

表
現
し
ま
し
た
。

新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
初
夏
に
は
完

成
の
見
通
し
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

実
行
委
員
会
で
は
、
初
回
か
ら
各
委

員
の
６０
周
年
に
向
け
て
の
熱
い
思
い
が

溢
れ
、
続
く
各
部
会
で
も
活
発
な
議
論

が
た
た
か
わ
さ
れ
る
中
で
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

公
民
館
を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
は

５０
周
年
当
時
と
比
べ
て
も
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
こ
の
記
念
事
業
が
く
に

た
ち
公
民
館
の
歴
史
と
市
民
に
と
っ
て

の
役
割
を
振
り
返
る
こ
と
を
通
じ
て
、

公
民
館
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
手
が
か

り
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
公
民
館
が
よ

り
広
く
市
民
の
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
委
員

イ
ベ
ン
ト
部
会　

富
田
和
枝（
部
会
長
）、

今
村
和
義
、
谷
美
穂
、

山
崎
由
紀
子

記
念
誌
部
会　
　

大
井
利
雄（
部
会
長
）、

佐
藤
節
子
、

　
　
　
　
　
　
　

杉
原
広
子

広
報
部
会　
　
　

入
山
頌
（
部
会
長
）、

小
原
正
子
、

望
月
康
男
、
森
田
正
、

山
家
利
子（
委
員
長
）

業
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
今
の
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
地
域

の
活
力
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
な
ど

様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
支
援
事
業
を
展
開

し
て
い
る
公
民
館
の
今
後
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
学
習
を�

�

富
田
和
枝（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

く
に
た
ち
公
民
館
の
財
産
と
は
な
ん

だ
ろ
う
。
文
教
地
区
指
定
か
ら
始
ま
る

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
市
民
の
最
初
の
希

望
で
生
ま
れ
た
公
民
館
。
創
成
期
の
市

民
た
ち
が
教
養
講
座
に
つ
め
か
け
、
幾

多
の
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、
地
区
単
位

で
読
書
会
を
始
め
た
婦
人
会
も
あ
る
。

７０
～
８０
年
代
に
「
公
民
館
に
育
て
ら
れ

た
」
と
語
る
何
人
も
の
女
性
の
声
を
聞

く
。
財
産
は
、“
お
と
な
”
が
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
る
学
習
を
延

々
と
６０
年
間
続
け
て
き
た
こ
と
で
は
な

い
か
。
今
現
在
に
い
る
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
手
放
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ

と
思
う
。

青
年
室
に
つ
い
て�

�

長
澤
勇
気（
元
喫
茶
わ
い
が
や
ス
タ
ッ
フ
）

オ
レ
青
年
じ
ゃ
な
い
し
、
と
思
っ
て

い
た
。
青
年
を
自
称
す
る
青
年
は
い
な

い
。
お
っ
さ
ん
に
も
な
り
た
く
な
か
っ

た
。
お
っ
さ
ん
は
青
年
を
語
る
こ
と
が

で
き
る
。
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
内
側
で

珈
琲
を
落
と
し
、
店
の
横
に
あ
る
青
年

室
に
出
入
り
し
な
が
ら
、
私
は
青
年
で

も
お
っ
さ
ん
で
も
な
か
っ
た
。
何
者
と

呼
ば
れ
た
く
も
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う

に
し
て
、
そ
こ
は
私
の
居
場
所
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
１０
年
。
私
は
何
者
か
に
な
っ

た
だ
ろ
う
か
。
国
立
を
離
れ
、
公
民
館

か
ら
足
は
遠
の
い
た
け
れ
ど
、
今
で
も

そ
こ
は
、
私
の
た
め
の
場
所
で
あ
る
。

国
立
公
民
館
と
は
…�

�

平
林
正
夫
（
元
公
民
館
職
員
）

国
立
公
民
館
の
特
徴
は
、
市
民
が
学

習
の
場
を
職
員
と
共
に
創
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
戦
後
の
平
和
と
民
主
主
義
を

学
ぶ
場
と
し
て
公
民
館
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
若
い
ミ
セ
ス
の
教
室
・
保
育

室
、
障
害
者
青
年
学
級
・
わ
い
が
や
、

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
、
シ
ル

バ
ー
学
習
室
も
そ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
必
要
と
さ
れ
た
も
の
を
学
習
、

交
流
、
活
動
し
て
い
く
過
程
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
そ
の
空
間（
存
在
）を
獲
得
す

る
た
め
の
学
習
を
含
め
た
プ
ロ
セ
ス
の

「
組
織
化
」に
意
味
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

必
ず
魅
力
的
な
専
門
的
な
職
員
が
い
た
。

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

６０
人
の
声
―
公
民
館
６０
周
年
に
寄
せ
て
⑥
―

　
公
民
館
６０
周
年
に
ち
な
み
、
公
民
館
に
縁
の
あ
る
６０
人
の
市
民
・
関
係

者
に
よ
る
、公
民
館
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
の
連
載
で
す（
掲
載
順
不
同
）。

※
今
回
が
最
終
回
で
す
。

国
立
公
民
館
と
の
付
き
合
い�

�

降
矢
洋
子
（
画
家
）

『
主
婦
と
お
ん
な
』
の
刊
行
に
至
っ

た
市
民
大
学
セ
ミ
ナ
ー
に
市
民
と
し
て

参
加
し
た
後
に
、
講
師
と
し
て
関
わ
っ

た
最
初
の
仕
事
は
、「
木
版
画
教
室
」

だ
っ
た
。
担
当
は
平
林
正
夫
さ
ん
。
大

人
に
教
え
る
の
は
子
ど
も
相
手
と
は
違

う
、
と
私
は
考
え
た
。
テ
ー
マ
を
多
摩

の
民
話
に
し
、
各
自
が
ど
こ
か
ら
か
民

話
を
拾
っ
て
き
て
、
図
柄
も
自
分
で
好

き
な
よ
う
に
思
い
切
っ
て
描
い
て
み
る

の
が
い
い
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
で

板
に
彫
っ
て
刷
る
。
平
林
さ
ん
も
一
緒

に
な
っ
て
や
り
始
め
た
の
に
は
驚
い
た
。

講
座
終
了
後
も
公
民
館
に
場
所
を
借
り
、

「
国
立
版
画
の
会
」
と
し
て
自
主
グ
ル

ー
プ
へ
と
発
展
し
た
の
は
講
師
と
し
て

の
喜
び
だ
っ
た
。

利
用
者
が
単
に
受
身
の
立
場
に
と
ど

ま
ら
ず
、
も
っ
と
発
展
さ
せ
る
力
を
貯

え
て
い
っ
た
り
、
他
地
域
へ
影
響
を
与

え
た
り
す
る
の
は
、
く
に
た
ち
公
民
館

の
大
き
な
特
徴
だ
と
思
う
。

平
家
琵
琶
の
語
り
　
な
ど�

�

宮
脇
瑞
穂
（
古
典
を
読
む
会�

�

／
言
の
葉
会
）

喫
茶
わ
い
が
や
の
コ
ー
ヒ
ー
は
極
上

だ
。
３０
数
年
前
公
民
館
に
よ
く
通
っ
た
。

古
典
の
講
座
が
縁
で
読
書
会
も
生
ま
れ

現
在
も
続
く
。
メ
ン
バ
ー
に
琵
琶
の
名

手
が
い
て
、
会
主
催
で
和
室
に
舞
台
を
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ま
で
不
思
議
な
ご
縁
で
す
ね
、
と
今
年

も
５０
年
来
の
仲
間
か
ら
年
賀
が
届
き
ま

し
た
。
国
立
市
民
に
な
っ
て
か
ら
公
民

館
を
中
心
に
で
き
た
仲
間
達
で
す
。「
あ

な
た
に
お
母
さ
ん
、
奥
さ
ん
で
な
い
名

前
あ
る
の
」「
働
か
ざ
る
者
食
う
べ
か

ら
ず
」「
対
価
を
生
ま
な
い
専
業
主
婦

っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
女
性
の
自
立
に
悩

み
、
今
は
自
分
の
終
末
期
の
自
己
決
定

・
自
己
責
任
が
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
軌
跡
を
記
録
し
続
け
る
仲
間
も
い

て
私
達
の
自
立
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
が

本
番
な
の
で
し
ょ
う
。

＊
こ
の
度
発
行
し
た
『
く
に
た
ち
公
民

館
６０
周
年
記
念
誌
』
に
、
６０
人
分
収

録
し
て
い
ま
す
。

談
し
た
と
こ
ろ
、
今
練
習
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
か
ら
見
学
さ
れ
た

ら
、
と
音
楽
室
へ
。
ド
ア
が
閉
ま
っ
て

お
り
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
職
員
の

方
に
ノ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
グ

リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
と
の
出
会
い
で
し
た
。

先
生
か
ら
の
気
さ
く
な
誘
い
に
速
入
会
。

あ
れ
か
ら
３
年
。
和
気
あ
い
あ
い
。
楽

し
く
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。
一
歩
踏

み
出
せ
ば
世
界
は
変
わ
る
の
だ
な
と
思

い
ま
す
。

市
民
を
支
え
る
学
び
の
拠
点�

�

山
田
哲
也（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

１０
数
年
前
、
ふ
と
手
に
取
っ
た
「
公

民
館
だ
よ
り
」
で
好
き
な
小
説
を
取
り

あ
げ
た
講
座
に
気
づ
き
、
参
加
し
た
こ

と
が
あ
る
。
講
師
と
参
加
者
で
テ
キ
ス

ト
を
読
み
解
く
内
容
で
、
私
的
な
営
み

の
読
書
を
介
し
て
見
知
ら
ぬ
人
と
関
わ

る
こ
と
に
気
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
つ
つ
、

自
分
が
外
に
ひ
ら
か
れ
る
感
覚
が
心
地

良
か
っ
た
。
縁
あ
っ
て
公
運
審
に
関
わ

り
、
毎
号
の
公
民
館
だ
よ
り
に
ユ
ネ
ス

コ
学
習
権
宣
言
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。
市
民
に
豊
か
な
学
び

の
場
を
提
供
し
て
き
た
国
立
市
公
民
館

の
さ
ら
な
る
発
展
を
応
援
し
た
い
。

専
業
主
婦
と
仲
間
た
ち�

�

和
田
由
美
子
（
在
宅
ケ
ア
を
考
え
る
会�

�

／
パ
レ
ッ
ト
／
国
立
人
倶
楽
部
）

若
い
ミ
セ
ス
の
教
室
か
ら
在
宅
ケ
ア

設
え
、
平
家
物
語
の
「
一
の
谷
」
を
語

る
会
を
開
い
た
。
満
席
の
聴
衆
の
拍
手

喝
采
に
気
持
が
高
ぶ
っ
た
。
懐
か
し
い
。

若
か
っ
た
。
夕
飯
後
、
公
民
館
に
駆

け
つ
け
た
。
松
田
修
、
安
東
次
男
、
小

島
伸
夫
な
ど
、
高
名
な
諸
先
生
方
の
講

義
に
感
銘
を
受
け
知
的
満
足
を
得
た
。

最
近
は
新
し
い
出
会
い
の
場
「
言
の

葉
会
」
が
楽
し
み
で
あ
る
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
―
公
民
館�

�

三
好
紀
子（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

公
民
館
で
魅
力
的
な
人
に
出
会
う
た

び
に
思
い
ま
す
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
て
は
勿
体
な
い
！　

自
主
グ
ル
ー
プ

活
動
も
楽
し
い
し
、
職
員
が
企
画
す
る

現
代
の
課
題
講
座
で
意
見
を
交
換
し
、

考
え
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
言

葉
も
実
践
も
未
熟
な
自
分
を
振
り
返
る

こ
と
は
日
常
茶
飯
事
、
人
の
度
量
の
大

き
さ
と
優
し
さ
に
触
れ
う
れ
し
い
と
思

う
こ
と
が
度
重
な
り
ま
す
。
同
時
代
を

生
き
る
者
同
士
励
ま
し
合
い
、
地
域
を

つ
く
る
一
市
民
と
し
て
次
世
代
と
つ
な

が
り
を
深
め
る
大
切
な
場
！　

で
す
ね
。

一
歩
踏
み
出
せ
ば
世
界
は
変
わ
る�

�

森
下
桂
子
（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
）

遠
か
っ
た
公
民
館
が
す
っ
か
り
近
く

な
り
ま
し
た
。「
公
民
館
だ
よ
り
」
は

目
に
す
る
も
の
の
、
な
か
な
か
踏
み
込

め
な
い
場
所
で
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
を
し
た
い
な
と
窓
口
に
相

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

■公民館費の当初予算内訳� 単位：千円

科　目 ２７年度予算 ２８年度予算 比較増減

公民館総務費 １５０，５４１ ８５，３７９ －６５，１６２

人件費 ６４，３９２ ６４，７６１ ３６９

維持管理費 ８６，１４９ ２０，６１８ －６５，５３１

公民館事業費 ２９，５６１ ２９，５９２ ３１

主催事業費 １８，５８４ １７，７８９ －７９５

広報費 ５，９３０ ６，１６７ ２３７

図書室費 ３，３９６ ３，４０５ ９

若者支援費 １，６５１ ２，２３１ ５８０

計 １８０，１０２ １１４，９７１ －６５，１３１

講　師　佐藤　健太郎（サイエンスライター）

世界三大感染症のひとつマラリアの特効薬キニーネ、最
強の鎮痛剤モルヒネ、２０世紀最大の発見ペニシリンなど、
著書では１０種の感染症治療薬と鎮痛剤の誕生を取り上げ、
歴史と医薬の関わりを考察しています。医薬品企業の研究
所で新薬の研究に携わり、その可能性と危険性について考
える日々を送られた佐藤さんから、医薬が人類に果たした
功績と今後の可能性についてお話を伺います。

〈佐藤さんの本〉
『医薬品クライシス』（新潮新書）、『炭素文明論』（新潮選
書）、『「ゼロリスク社会」の罠』（光文社新書）ほか多数。

と　き　５月２２日（日）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室　定員　３５名（当日先着順）
＊申し込みは不要です。ご自由においでください。

公民館予算は、約１億１４９７万円で内訳は表のとおりで
す。前年度と比較して約６５１３万円の減額となりました。
主な理由は、公民館熱源機器取替工事や備品購入が完了
したことに因ります。その他の予算はほぼ例年どおりとな
りました。

■一般会計予算
２９１億２，３００万円
（前年度比　７億９,６００万円減）
■教育費総額
２４億５，０９３万３千円
（前年度比　２億２，７１３万円減）
■公民館費
１億１，４９７万１千円
（前年度比　６，５１３万１千円減）

〈図書室のつどい〉

世界史を変えた薬

公民館２８年度予算について
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

公民館の会場予約のご案内
―会場調整会―

公民館の会場をより多くの団体が利用できるよう、毎月、会場調整の場を設けています。
会場調整会に参加する場合は事前の申し込みが必要ですので、下記の手順をご確認ください。なお、会場調
整会に参加しなかった場合も、空いている時間帯やお部屋は公民館の窓口でお取りすることができます。

公民館１階入口正面にある会場別ポストに
参加申込書を投入する。
ポスト投入期限は、毎月、調整会直前の木曜日です。

会場調整会は、毎月第一土曜日午前１０時から、地下ホールにて開
催しています。使用希望が重なっているときはお互いに話し合
い、調整を行います。他のグループと使用希望が重なっている場
合、調整会に参加しなかったグループの使用希望は取り消しとなります。

調整の結果は仮予約です。本申込は会場調整会から１０日以内にしてください。１０日を過ぎると仮
予約は無効になります。調整会当日も会場で本申込ができます。

会場調整会に参加しなくても、調整会当日の午後２時から、
２階事務室で空いている会場の予約を受け付けます。
また、電話での仮予約は午後３時から受け付けています。

＊詳細や不明な点は、公民館までお問

い合わせください。

＊会場調整会は、公民館利用者連絡会

のご協力によって実施しています。

■今後の会場調整会の日程

使用希望月 ロビー使用希望月 申込書のポスト投入期間 会場調整会

２８年６月 ２８年７月 ４月２日（土）～５月５日（木） ５月７日（土）午前１０時

２８年７月 ２８年８月 ５月７日（土）～６月２日（木） ６月４日（土）午前１０時

２８年８月 ２８年９月 ６月４日（土）～６月３０日（木） ７月２日（土）午前１０時

２８年９月 ２８年１０月 ７月２日（土）～８月４日（木） ８月６日（土）午前１０時

２８年１０月 ２８年１１月 ８月６日（土）～９月１日（木） ９月３日（土）午前１０時

２８年１１月 ２８年１２月 ９月３日（土）～９月２９日（木） １０月１日（土）午前１０時

「公民館会場等使用調整会参加申込書」の提出

会場調整会への参加

本申込による予約の確定

会場調整会後の予約方法

１

２

３

４

入口正面にあるポスト
参加申込書はこちらへ
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

講　師　紅
こう

野
の

　謙介（日本大学・日本近代文学）

と　き　５月12日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（572）５１４１
＊この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

　『くにたち公民館６０周年記念誌』

市民による６０周年記念事業実行委員会の記念誌部会が中
心になって、主にこの１０年間の公民館事業やサークル活動
の実績と記念イベントの記録等をまとめました。

　くにたちブッククラブ『記憶をたどり歴史を問う』�

文学作品を共同で読むことで深められた読みや気づきが
綴られています。講師の紅野謙介さんによる講義録「堀田
善衞『方丈記私記』を読む」も掲載しています。

　『第６０回　くにたち市民文化祭記録集』�

文化祭に参加した団体が、催しの成果を報告していま
す。市内で文化・芸術活動をしている方々の文化祭での写
真も多く載っています。

　『国際交流　No.１１』�

国際理解、多文化共生に関する事業の記録をまとめた冊
子です。日本語講座の学習者が書いた感想文や、日本語教
育入門、多文化共生事業の参加者の声をまとめています。

　『平成２６・２７年度「自立に課題を抱える若者の社会� �
　参加支援事業」実施報告書」（別冊コーヒーハウス）』�

これまでの公民館の青年教育事業の蓄積を基礎に、平成
２５年度から開始した本事業の実施経過をまとめました。今
回は、新規事業・中高生の学習支援の成果や若者たち自ら
が活動をふり返り、その意味を捉え返す論考を多数掲載で
きました。若者をめぐる「労働」や「セクシュアル・マイ
ノリティ」をテーマにした講演録も掲載しています。

これらの冊子をお読みになりたい方は公民館へ
お問い合わせください（数に限りがあります）。

〈くにたちブッククラブ　言葉のとげ、境界にたつ文学〉

（ちくま文庫）
岩城けい『さようなら、オレンジ』

監督　大林宣彦　　原作　芦原すなお　　音楽　久石譲
出演　林泰文、大森嘉之、浅野忠信、永堀剛敏、佐藤真一

郎、柴山智加、滝沢涼子　ほか

芦原すなおの直木賞受賞作を、『転校生』や『時をかけ
る少女』など瑞々しい青春映画に定評のある大林宣彦監督
が映画化。１９６０年代を背景に、ベンチャーズの〈デケデケ
デケデケ〉というサウンドに衝撃を受けてロックバンドを
組んだ高校生たちの青春群像を爽やかに描き出す。大林監
督独特の遊び心いっぱいの映像も楽しい青春映画の秀作。

と　き　５月２２日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊申し込みは不要です。ご自由においでください。ただし、
定員を超えた場合は入場を制限させていただきます。

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉

『青春デンデケデケデケ』
１９９２年　ギャラックプレミアム＝ピー・エス・シー

＝リバティフォックス　カラー　１３５分

冊子ができました

講　師　近藤　光雄�
� （一橋大学大学院生＊、獨協大学非常勤講師）

１９３０年代、中国では、社会変革に影響を与えた思想家や
現代文学の建設に携わった作家たちが、こぞって自伝を書き
始めます。理想や信念を掲げ時代を動かしてきた彼らが、な
ぜこの時期に自らの人生を振り返ったのでしょうか。自己を
語ることが、作者、読者、そして中国社会にとって、どのよ
うな意義を持っていたのでしょうか。
胡
こ

適
てき

、謝
しゃひょうえい

冰瑩、巴
は

金
きん

といった人たちの自伝を通して、知
識人とその文学が歴史のなかで果たしてきた役割を考えなが
ら、近代中国における自伝誕生の意味を探ります。

と　き　５月２９日、６月１２日（全２回）
	 いずれも日曜日、昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室　定員　３５名（申込先着順）
申込先　５月１０日（火）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

＊一橋大学大学院生による講座
国立市内の一橋大学では、研究者を目指す大学院生

が日夜研究に励んでいます。そこで公民館が架け橋と
なり、若手研究者と地域社会との交流講座を企画しま
した。最新の研究動向に触れるも良し！　修行中の院
生にアドバイスするも良し！　院生が講師となって専
門分野をご紹介します。

近代中国における自伝の誕生
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

講　師　水島　英己（東京純心女子学園講師、詩人）

石川淳、三島由紀夫、村上春樹、そして泉鏡花など多く
の作家達に愛読された上田秋成『雨月物語』の九つの作品
を５回に分けて読みます。「言葉の森」の中に、現実を離
れてさ迷う体験を分かちあいたいと思います。原文の魅力
的な響きにも耳を傾けながら、一緒に講読しましょう。
〈使用するテキスト〉
上田秋成『改訂版　雨月物語』（現代語訳付き、鵜月洋

訳注、角川ソフィア文庫）。

と　き　６月３日、1７日、７月１日、1５日、２９日
	 （全５回）いずれも金曜日、昼２時～４時。
ところ　公民館　３階講座室
定　員　２５名（先着順）
申込先　５月１３日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

風船を使った運動遊びをしたり、いろいろな種類の風船
で遊びます。部屋いっぱいの風船の中で、親子で楽しみま
しょう。

講　師　　山田　修平
	 （ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）

と　き� ６月1２日（日）朝1０時～1２時
ところ	 公民館　地下ホール
持ち物　飲み物、動きやすい服装
対象・定員　子ども（３歳以上～小学生）と保護者
	 　　１８組（先着順）
申込先　５月１２日（木）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１
＊この講座は、さまざまな遊びを通して子どもとふれあ
い、他の親子や異年齢の子どもたちとの交流しながら、
大人として、保護者としてすべきことは何かを感じ取
り、考えていく機会となるよう実施しています。

〈社会体育事業〉

「街を・山を歩く」�について
〈事業の趣旨〉この事業は、社会体育事業として市民
の健康づくり、コミュニティーづくりの一環として実
施しています。
〈今年度の事業実施について〉年４回の事業開催を予
定しており、開催案内は公民館だよりでお知らせしま
す。第１回目は下記の通り開催します。

「街を・山を歩く」�第１回目
と　き　５月２７日�（金）〈雨天中止〉
集　合　谷保駅北口　朝８時３０分
実施方面　神奈川県　大磯方面（距離：約８キロ）
対　象　市内在住、在勤者　　（コース：高低差あり）
チラシ　５月１０日（火）から市役所３階生涯学習課、
総合体育館、公民館、北・南市民プラザで配布。

申込方法　チラシの内容を確認のうえ、（日程、コー
ス、申込方法等）５月１１日（水）から２４日（火）
の期間に下記までお申し込みください。

申込・問合先　教育委員会　生涯学習課
社会教育・体育担当☎（５７６）２１０７（直通）

〈古典への招待〉

『雨月物語』を読む

部屋いっぱいの風船で遊ぼう！

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

フ
ル
ー
ト
会
員
募
集
﹁
桜お
う

音い
ん

の
会
﹂

半
年
に
一
回
新
曲
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
新
し
い
譜
面
を
手
渡
さ
れ
た
時

の
戸
惑
い
、
少
し
ず
つ
曲
に
仕
上
が
っ

て
い
く
喜
び
は
、
吹
い
て
い
て
良
か
っ

た
な
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

日
時　

第
二
、
四
火
曜
夜
６
時
～
８
時

場
所　

富
士
見
台
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

西
村
０９０
（
１２１０
）
２
６
４
０

く
に
た
ち
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

囲
碁
を
愛
好
す
る
会
員
相
互
の
親
睦

及
び
棋
力
向
上
を
目
的
に
活
動
。
会
員

資
格
は
福
祉
会
館
内
の
「
な
ご
み
」
に

登
録
し
た
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方
。

年
会
費
２
千
４００
円
。

日
時　

火
祝
日
を
除
く
毎
日
。
昼
１
時

場
所　

福
祉
会
館　

２
階
娯
楽
室

連
絡
先　

増
川
０９０
（
６１０４
）
３
４
５
０

﹁
和
み
く
ら
ぶ
﹂
会
員
募
集

太
極
拳
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
は

体
力
や
運
動
神
経
に
係
わ
ら
ず
、
ど
ん

な
年
代
の
人
で
も
で
き
る
の
が
魅
力
で

す
。
心
も
体
も
芯
か
ら
強
く
美
し
く
。

ま
ず
は
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
５
時
半

場
所　

総
合
体
育
館　

第
３
体
育
室

連
絡
先　

山
田
０９０
（
３４３９
）
０
３
３
９

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

４
月
１２
日
（
火
）
第
１８
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１２
名
、
館
長
、
職
員
１
名

が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

４
月
１
日
職
員
人
事
に
つ
い
て
、
２

名
の
異
動
、
事
業
嘱
託
員
２
名
の
退
職

が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
今
後

の
事
業
運
営
へ
の
懸
念
な
ど
、
各
委
員

の
声
を
と
り
ま
と
め
、
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

協
議
事
項

○
諮
問
「
国
立
市
公
民
館
の
事
業
評
価

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、
３
月
末
か
ら

職
員
、
行
政
管
理
者
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ

を
評
価
の
読
み
手
に
想
定
し
て
小
委
員

会
の
活
動
を
開
始
、
そ
の
経
過
報
告
を

行
っ
た
。
ま
た
、次
回
定
例
会
は
、各
小

委
員
会
か
ら
答
申
の
プ
ロ
ッ
ト
案
を
提

案
し
て
も
ら
い
、
骨
子
の
検
討
に
入
る
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

４
月
号
は
案
内
号
と
し
て
、
公
民
館

未
利
用
者
に
対
し
て
の
呼
び
か
け
に
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
さ
を

追
求
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
連
載

「
６０
人
の
声
」
が
引
き
続
き
好
評
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

引
き
続
き
諮
問
「
生
涯
学
習
推
進
計

画
の
あ
り
方
」
を
検
討
、
各
委
員
か
ら

の
意
見
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
会

２８
年
度
は
国
立
市
が
会
長
市
・
事
務

局
市
に
な
る
。
非
加
盟
市
へ
の
働
き
か

け
を
課
題
と
し
て
引
き
継
ぐ
。

次
回
定
例
会
は
５
月
１０
日
（
火
）
午

後
７
時
１５
分
か
ら
。傍
聴
歓
迎
。（
長
田
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告
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ひ
ろ
ば

社
交
ダ
ン
ス
で
、
い
き
い
き　

健
康

５
月
活
動
は
、
金
曜
７
時
公
民
館
ホ

ー
ル
、
日
曜
４
時
半
か
ら
ひ
か
り
プ
ラ

ザ
地
下
で
初
心
者
を
中
心
に
基
礎
か
ら

公
認
教
師
の
下
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

見
学
は
開
始
時
間
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

金
曜
７
時
、
日
曜
４
時
半
以
降

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル
他

連
絡
先　

山
本
０８０
（
１１７２
）
３
９
７
１

楽
し
い
吟
詠　

祥し
ょ
う
さ
ん燦
流
け
や
き
会

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！
懇
切
丁
寧
に

ご
指
導
致
し
ま
す
。
幼
少
年
～
８０
歳
９０

歳
ま
で
声
を
出
し
て
非
常
に
元
気
で
す
。

漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
を
心
に

響
く
吟
を
め
ざ
し
て
詠
い
込
み
ま
す
。

日
時　

木
曜
日
・
土
曜
日
各
月
３
回

場
所　

福
祉
会
館
等

連
絡
先　

井
倉
（
５７５
）
６
５
１
８

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

５
月
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
会
は
、
一
橋
大
学
留
学
生
の
フ
ァ

ラ
ザ
ネ
・
ラ
テ
ィ
フ
ィ
さ
ん
に
イ
ラ
ン

の
歴
史
や
文
化
、
諸
事
情
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
５
月
１９
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

和
田
０９０
（
３４９７
）
２
１
１
０

市
民
が
望
む
公
民
館
職
員
人
事
と
は

公
民
館
を
ま
も
る
会
連
続
学
習
会
②

な
ぜ
独
自
の
人
事
の
あ
り
方
が
必
要
な

の
か
。
社
会
教
育
の
特
性
を
学
び
市
民

の
立
場
か
ら
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
ま
す
。

話　

長
澤
成
次（
千
葉
大　

社
会
教
育
）

日
時　
５
月
２１
日
㈯
朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

公
民
館　

講
座
室

連
絡
先　

杉
原
（
５７７
）
０
１
２
４

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会　

発
表
会

今
年
も
日
頃
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で

い
る
仲
間
の
皆
さ
ん
が
大
勢
集
ま
り
発

表
会
を
行
い
ま
す
の
で
お
友
達
な
ど
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
皆
様
ご
来
場
を
出
演

者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
５
月
２１
日
㈯
朝
１０
時
半
～

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　

高
橋
（
５７２
）
０
８
０
６

第
２０９
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

台
湾
留
学
生
会
の
皆
さ
ん
と
粽ち

ま
き

祭
り

台
湾
の
端
午
節
に
食
べ
る
粽
を
い
っ

し
ょ
に
作
り
ま
し
ょ
う
。
材
料
費
８００
円
。

ふ
き
ん
と
ゴ
ミ
袋
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　
５
月
２８
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

原
発
事
故
か
ら
５
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

事
故
被
害
者
切
り
捨
て
問
題
を
日
野

行
介
さ
ん
（
毎
日
新
聞
記
者
）
吉
田
千

亜
さ
ん
（
ラ
イ
タ
ー
）
除よ

け

本も
と

理
史
さ
ん

（
大
阪
市
立
大
）
と
考
え
ま
す
。
福
島

の
今
を
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
。

日
時　
５
月
２８
日
㈯
昼
１
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学
東
２
号
館
２
２
０
１

連
絡
先　

永
山
080
（
7024
）
６
１
６
９

学
習
会　

国
立
の
財
政
問
題
と
福
祉

４
月
か
ら
国
保
は
大
幅
値
上
げ
、
公

立
保
育
園
の
民
営
化
も
検
討
さ
れ
ま
す
。

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
山
家
悠
紀
夫
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

主
催　

国
立
の
町
の
問
題
を
考
え
る
会

日
時　
５
月
２９
日
㈰
昼
１
時
半
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

上
村
０９０
（
１８１４
）
８
３
７
１

国
立
市
民
春
季
卓
球
大
会

種
目
・
シ
ン
グ
ル
ス
一
般
男
女
・
小

学
生
男
女
・
中
学
生
男
女
（
予
選
リ
ー

グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
重
複
不

可
。
参
加
費
・
小
中
学
生
５００
円
、
一
般

千
円
。
申
込
締
切
５
月
８
日
㈰
迄
。

日
時　

６
月
１２
日
㈰
朝
９
時
開
場

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

外と

谷や

（
５７５
）
４
７
２
２

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今月の公民館（５月、６月初）

１２日（木）夜　くにたちブッククラブ
２２日（日）昼＊Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ公民館映画会
２２日（日）昼＊図書室のつどい
２９日（日）昼～一橋大学大学院生講座
６月３日（金）昼～古典への招待
１２日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
３
３
〉	

「
墨
の
会
」

更
に
準
師
範
、
師
範
と
進
み
、
最
高
位

は
斉
家
・
師
範
で
あ
る
。
こ
う
し
た
級

／
段
は
、各
人
の
名
前
と
共
に「
方
円
」

に
載
る
の
で
、
自
分
が
今
ど
の
レ
ベ
ル

に
あ
る
の
か
、
一
目
で
わ
か
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

「
あ
な
た
は
ま
た
ラ
ン
ク
が
上
が
っ

て
い
い
わ
よ
。
私
は
こ
の
と
こ
ろ
ず
っ

と
停
滞
な
の
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た

り
す
る
が
、
傍
目
に
は
ど
れ
も
上
手
に

見
え
る
。

レ
ベ
ル
は
色
々
で
も
、
元
気
な
井
田

さ
ん
を
中
心
に
雰
囲
気
は
ご
く
な
ご
や

か
で
あ
る
。
毎
年
谷
保
天
満
宮
の
新
年

書
道
展
に
出
品
し
て
い
る
の
で
、
多
く

の
市
民
の
方
に
も
見
て
も
ら
い
た
い
、

と
の
皆
さ
ん
か
ら
の
希
望
で
あ
っ
た
。

稽
古
日
＝
毎
月
第
一
、
第
三
火
曜
日
、

午
後
一
時
～
五
時
、（
谷
保
東
集
会
所
）

連
絡
先　

井
田
（
５７５
）
４
５
９
８

�

〈
文
・
写
真
　
武
内
法
行
〉

書
と
硬
筆
の
グ
ル
ー
プ
「
墨
の
会
」

の
活
動
拠
点
は
、
谷
保
東
集
会
所
で
あ

る
。
国
立
市
の
東
端
に
位
置
し
、
隣
の

府
中
市
に
ご
く
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

国
立
市
民
に
な
っ
て
二
十
年
近
い
筆

者
も
、
こ
こ
は
知
ら
な
か
っ
た
。
代
表

の
井
田
芝し

豊ほ
う

さ
ん
も
、「
皆
さ
ん
、
ご

存
知
な
い
ん
で
す
よ
」
と
こ
ぼ
し
な
が

ら
、「
で
も
私
た
ち
は
月
二
回
、
こ
こ

に
集
ま
っ
て
、
書
の
あ
ら
ゆ
る
書
体
と

ペ
ン
習
字
ま
で
研
鑽
し
て
い
ま
す
」
と

意
気
軒
昂
で
あ
る
。
井
田
さ
ん
は
八
王

子
の
書
道
芸
術
学
会
の「
斉せ
い
家か
・師
範
」

の
称
号
を
持
つ
実
力
者
で
あ
る
。

会
の
登
録
メ
ン
バ
ー
は
三
十
人
ほ
ど

だ
が
、
毎
回
通
っ
て
く
る
人
は
十
人
く

ら
い
と
の
こ
と
。
全
員
女
性
で
四
十
代

か
ら
八
十
代
ま
で
と
幅
が
広
い
。

伺
っ
た
日
は
作
品
の
提
出
日
で
、
提

出
作
を
決
め
る
べ
く
、
次
々
に
井
田
師

匠
の
判
定
を
受
け
て
い
た
。
二
枚
ず
つ

並
べ
て
、「
こ
れ
は
右
、
次
の
は
左
の

方
が
い
い
わ
ね
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

こ
う
し
て
選
定
さ
れ
た
作
品
は
、
書

道
芸
術
学
会
へ
送
ら
れ
、
優
秀
作
は
月

刊
誌
「
方
円
」
に
載
り
、
昇
級
や
昇
段

の
対
象
に
な
る
そ
う
で
あ
る
。
ち
な
み

に
級
は
、
初
心
の
十
級
か
ら
一
級
ま
で
、

そ
の
上
の
段
は
初
段
か
ら
六
段
ま
で
、

筆であそびましょう

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）


